
 

 

 

１ 実施状況 

対象学校 小林市立須木小学校・須木中学校 

活動分野 学習支援・環境整備・学校行事 

【学校支援の取組】 

読み聞かせ（通年）習字指導（通年）部活動支援（通年）環境整備（５月・８月）家庭科支援【ミシン・郷土料理】

（６月）水泳指導（６月）学習田活動支援【田植え・稲刈り・脱穀等】（６月・１０月・１１月）踊り指導【よさこい・

須木音頭】（９月）絵画指導（９月）技術科支援【木工】（９月）社会科学習支援【郷土歴史・須木の栗】（９月・１０

月）国語科俳句指導（１０月）餅つき大会支援（１２月）正月飾り作成支援（１２月） 

○地域コーディネーター（ ２ ）人  ○ボランティア登録数（７４）人 

２ 特色のある取組の紹介 

①「ふるさとプロジェクト」 

 

 

 

○ 活動内容 

 
                                 

 

 

 

 

【奈佐木地区 七夕飾りで交流】 

○ 事業を通して（参加者等の声） 

  

 

 

 

 
   【地域で「防災訓練」】 

 

②「職人の技を学ぼう」 

 

 

 

○ 活動内容 

 ・ 1年技術「木材加工」の学習で木の性質やのこぎり等の道具の 

使い方について、専門的な指導をしていただいた。 

 ・ 生徒たちは、支援者から学んだ知識や技術を本棚などの作品制  

作へ活かすことができた。 

 ・ 木材加工への興味･関心を高めるとともに、将来の職業として 

  考える生徒も現れた。 

○ 事業を通して（支援者の声）                【のこぎりの使い方の説明】 

 ・ 自分の身に付けた知識や技能を子どもたちに伝える機会を与えていただき大変うれしい。また、こ

れからは地域で出会ったら、これまで以上に声をかけやすくなった。現職を退いたら、様々な学校等

で教えるボランティアをしたいと考えている。（ボランティア） 

本部名：須木中学校区学校支援地域本部 

 【ここがイチオシ・本部自慢】 

  「ふるさと」のためになる活動の展開と地域の方との交流が充実。 

 【ここがイチオシ・本部自慢】 

   ・木材加工に精通したボランティアの方のおかげで技術の授業が充実。 

 活動拠点を子供たちが住んでいる地区に移し、ふるさと（地区）

のためになる活動を計画して実践した。そして、多くの地域の方々

と交流を図り、学校や先生、児童のことを知ってもらおう。そして、

最後には学校の応援団になってもらおうというのが本活動の主旨で

ある。（地区ごとに、様々な活動が計画された。例－七夕飾り、美化

活動、炭焼き体験、そば打ち体験、防災訓練等 ） 

・ 事前に地域の区長会で、提案説明を受けての実施だったので、

目的及び手順がよく分かりスムーズに進めることができた。 

 （教職員） 

・ 一番よかったことは、地域で子供たちと教職員と交流するこ

とができたこと。特に、先生方と顔なじみになれたことは、と

ても良かった。次も計画してほしい。（ボランティア） 

連絡先：小林市教育委員会 社会教育課 

      電 話：０９８４－２２－７９１２ 

      ＦＡＸ：０９８４－２３－９７００ 



 


